




















型授業を進めるなど､科 目･内容 ･講義形態などの研究 ･改革を進 めているところであ
る｡
2000(平成 12)年､保育所保育指針改定後の｢指定保育士養成施設指定基準｣保






















































































ている｡本学在籍の 1学年 200人の学生がそれぞれ 5回の実習に飛び出していくわけ
であるから､現場でご指導くださる先生方には､大変なエネルギーを費やしていただいて
いることになる｡実習先に学生の指導に訪れて､大学では見せない緊張した学生の表
情に出会うとき､この体験を学内に戻って最大限に活かさない方はないと考える｡緊張
も､苦しさも､頑張りも､自身を失いそうになった体験も実習で得たもの全て個々人が成
長するためのものと考え､学生を送り出す 日々である｡
保育者養成という立場で､児童福祉 に携わる短期大学は保育所 ･施設と関係を異
にして社会に存在するものでない｡子どもの養護 ･保育 ･教育に寄り添う社会的環境つ
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くりを創造しあうネットワークの一端であると自覚している｡今後も､地域にある福祉施設
と連携をとり､研究 ･情報を発信し､保育全体の質的向上に力を注ぐことで､研究機関
の責務を果たしていきたい｡学生の実習がそのパイプ役として機能していくことを願うも
のである｡
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